






6 7GSIR  |  GRADUATE SCHOOL OF INTERNATIONAL RELATIONS 

ACHARYA Amitav  客員教授
アメリカン大学  教授、	
元国際関係学会（ISA） 理事長
［開講クラス］  	
Special Studies on Global Cooperation

客員教授国際 政 治、国際 経 済・開発 学、文化社 会を横 断的に学 ぶことのできる
幅 広い 視 野と高度な専門性の両者を獲 得できるカリキュラム

実 践 力養 成と外 国人留学生との多様な学び

シンポジウム／研究報告／フォーラム

�Ü�Ë�Ú�Å�~�â�È�µ�¯
�Ê�”�Õ�ç���è	Æ	!	Æ	�


Á���w�s�M
H�„�•  
�™Creating a World Without Poverty�™ 

�¢ 2014�£

�Ë�ç�”�ï�~�ž�«�å�Ü   �é�Ã�Ÿ�̄
�§�Æ�¼�~�Ä�è�ï�Ä�G�¶�­ 	$

	 ï �• �† 
¶�- 	Ë�z  
�‰
C�q
H�„	ï �•�³�µ�Â�Ü  

�¢ 2014�£

�Ì 
t�Á�¯
� i � � �È�Ä�¿�Í�Õ

�¦� � �M�� � � �Z�€�J�‰
ƒ 20	*�å�G�æ�³�ï�Ù�́ �¢�Ü�§  
�Ô�Š�q PKO�w20�å  
- �� �M���è
S�f�w�J 
{�q�2�l - 

�¢ 2012�£

�­�ï�Ä�~�§�ç�¼�”�̄
� ´� ã� ï� ¶�~�×�Ó�©� ï� µ �G�¶ �ô � s � � �M �ð � J �Z �€
�G�¶�Ã�å� �³�ß�ë�”�f�ž�´�ž�Z�€	t 	t�Õ

Circles of Compensation �Ô�Š�w�&�A
R�Õ
�q�¬�é�”�Ì�æ�̧ �”�³�ã�ï�•�w���t  

�¢ 2018�£

�æ�²�ç�~�µ�«�Ú�̄
� �ï�Å�É�³�ž�� �M
“ �t �ð�J�Z�€	t 	t�Õ

�¦�›�� �è �� �§  

�! �0�b�”� �ï�Å�É�³�ž�w�Ž�¦ 
S�f  
�¢ 2015�£

�À�Ÿ�æ�ç�~�̄ �²�½�£�Ñ�µ�©�̄
�±�Ô�Ù�”�å�ï�Å�ž�è�� �G�–

�¦�›�� �è ���q�§  

The euro, energy and geopolitical 
importance of Poland 

�¢ 2014�£

�́ �£�Ñ�æ�”�~�å� �À�̄
�§�Æ�¼�~�Ä�é�ï�Ä�G�¶

�¦�›�� �è �[ �§  

Canadian immigration in the time of 
Trump 

�¢ 2017�£

藪中 三十二  客員教授  
外務省顧問
シカゴ総領事、外務省アジア大洋州局長、外務審議官を
経て外務事務次官を最後に退官し、現外務省顧問。

［開講クラス］  	
Japanese Diplomacy

高須 幸雄  客員教授 
元国際連合 事務次長（管理局長）
国連事務次長、人間の安全保障に関する国連事務総長特
別顧問。人間の安全保障担当・科学技術協力担当及び国
連改革担当大使（2005年〜 2006年）、特命全権大使・国
際連合日本政府常駐代表（2007年〜 2010年）を経て現職。

［開講クラス］  	
International Organizations�z International Security

客員教授と開講クラス

近年の主なシンポジウム／研究報告／フォーラム

複数の柱で構成された科目群の学習により、研究テーマ毎、バランスのとれた専門的知見の獲得が可能です。具体的には、国際政治、国際経済、グローバルな
開発課題（貧困削減、環境問題対策、観光開発、人間の安全保障、人口移動など）、文化社会（社会学、メディア、宗教と国際関係等）、法学になります。

将来、国際開発や協力分野への就職を目指す院
生を対象に、現場経験を持つ実務家による理論と
実践双方から学ぶ機会を提供します。

トレーニング系科目により、実践力を身につけると同時に外国人留学生との共修を実現します。

これらの科目は原則、英語でおこないつつも日本語
でのサポートも交えながら、日本人大学院院生の積
極的な参加を促進します。授業内では、東・東南ア
ジアやアフリカ諸国の学生と活発な意見交換をおこ
ない、世界から日本がどのように見られているか、世
界へ何をどのように発信すべきか、といった視点から
学ぶことができます。このことにより、日本を相対化
して論じる機会が増すと共に、院生間の更なる研究
交流が期待されます。

Professional Training Research Training

国際関係研究科所属教員が中心となり展開されて
いる研究プロジェクトが多く存在します。こうした
プロジェクトに大学院生が参画し、研究代表者や
科目担当教員等からの指導を受けることを通して、
国際関係分野に関連する研究の進め方や、共同
研究・ワークショップ・シンポジウムの運営方法な
どについて学ぶ機会を提供します。

各プログラムにおける履修モデルプラン

グローバル・ガバナンスプログラム 国際協力開発プログラム 多文化共生プログラム

基幹科目

グローバル・ガバナンス史研究、国際法研
究、国際関係論研究、グローバル市民社会
研究

プログラム科目

平和構築と予防外交研究、グローバリゼー
ションとジェンダー研究、国際環境法研究、
国際機構論研究、先進国政治論研究、途上
国政治論研究、現代民主主義研究、現代平
和論研究、比較政治論研究

リテラシー科目

情報処理特講（調査統計処理）、フィールド・
リサーチ

地域研究

アジア研究、北米研究、ヨーロッパ研究、
アフリカ研究、ラテンアメリカ研究、中東研
究　等

論文執筆サポート

IRライティング（日本語）

基幹科目

開発経済論研究、世界経済論研究、国際関
係論研究、国際マクロ経済学研究

プログラム科目

環境経済論研究、グローバリゼーションと
ジェンダー研究、国際経済法研究、国際環
境法研究、国際貿易投資論研究、地域統合
論研究、平和構築と予防外交研究、途上国
政治論研究、比較政治論研究、開発金融特
殊研究、国際金融論研究

リテラシー科目

情報処理特講（調査統計処理）、フィールド・
リサーチ

地域研究

アジア研究、北米研究、ヨーロッパ研究、
アフリカ研究、ラテンアメリカ研究、中東研
究　等

論文執筆サポート

IRライティング（日本語）

基幹科目

多元文化論研究、国際関係論研究、国際社
会論研究

プログラム科目

グローバリゼーションとジェンダー研究、異
文化間コミュニケーション論特講、文化人類
学研究、民族と文化研究、グローバリゼーショ
ンと地域文化研究、人権論研究、マイグレー
ション研究、メディアと国際社会研究、グロー
バリゼーションと宗教研究

リテラシー科目

情報処理特講（調査統計処理）、フィールド・
リサーチ

地域研究

アジア研究、北米研究、ヨーロッパ研究、
アフリカ研究、ラテンアメリカ研究、中東研
究　等

論文執筆サポート

IRライティング（日本語）

CURRICULUM LEARN FROM THE INTERNATIONAL EXPERTS

カリキュラム キャンパスで国際現場の最前線にふれる
国際社会における秩序や平和の構築、国際開発・協力の促進、多文化社会の諸課題の解決などの課題について
専門家としての分析力を有する人材、また特に日本と世界とを媒介する人材を育成します。

国際社会で活躍されている客員教授や特別招聘教授を招聘し、授業を開講しています。
また、国内外のゲストを招聘して、研究報告・フォーラムを実施。国際関係学の最前戦に触れる機会を多数提供しています。

国内では、JICA、ジェトロ、JBIC（国際協力銀行）から客員教員にお越し頂き、特別講義を実施して頂いています。

＊複数クラス開講
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学部時代に立命館アジア太平洋大学の国際的
な環境で学んだ私は、国際関係学をより専門的
に学ぶため国際関係研究科への進学を決めまし
た。GJPを選んだのは、日本が世界からどう見ら
れているかを知りたいと思ったからです。
2年間で、幅広いバックグラウンドを持った学

生たちと深く濃い人間関係を結ぶことができまし
た。ディスカッション後の休憩時間に「さっきの
話がよくわからないんだけど」とASEAN出身の学
生に話を聞きに行ったこともありました。民主主
義の国に育った私は、軍事政権下で育った彼の
国について、知識はあっても感覚的に深く理解で
きなかったのです。自分から情報を取りに行くこ

とをいつも心がけてい
ました。メディアでは
伝えられないことも含
め、学生たちが自分
の言葉で自国の実情
を語ってくれる。日本
が世界からどう見られ
ているのかも直接聞け
る。期待した通りの環
境がありました。
国連や外務省での

勤務経験がある先生方の授業は、知的好奇心が
くすぐられ、「楽しい！」「もっと知りたい！」と感じ
るものでした。各国の学生が一つの事案について
それぞれの立場から色々な意見を述べ合う中で、
今まで持ち得なかった視点も持てるようになりま
した。
忘れられないのは、1回生の時に受講した日本

の外交に関する授業で、日本の防衛体制につい
てアフリカの学生と議論になったことです。「危険
な国が近くにあるのに、日本はどうして何もしな
いんだ」と言われた時に反論できなかった悔しさ、
そこまで深く考えていなかった自分の不甲斐なさ
に打ちのめされました。私は国家公務員を志望し

ていて、国の安全についてきちんと考えているつ
もりだったのです。この時の経験が、日本の防衛
についてより深く考えるきっかけとなり、防衛省を
志望することにつながりました。
その後、世界の防衛や国際貢献の現状を調べ、

日本の防衛について自分なりの考えを持てるよう
にすると共に、学内のエクステンションセンター
を利用して公務員試験に向けての勉強をしまし
た。ゼミの先生が応援してくださったおかげもあっ
て、無事合格。今後、防衛省の一職員として日本
と世界の平和に寄与できるような働きをしたいと
思っています。
国際関係研究科の素晴らしいところは、日本

にいながら海外留学のような体験ができるところ
です。そして、日本に軸足を置きつつも、国際学
生の目を通した世界から日本を見て、「日本がどう
するべきか」を考えられることは、海外留学とも
違う研究科独自の価値だと思っています。
日本の防衛に関する国際学生との議論は今も

続いています。私に新たな視点を与え、知識を与
え、厳しい議論で私を成長させてくれた彼らに心
から感謝しています。厳しい意見にも謙虚に耳を
傾け、それを活かすことが、国のためになると思っ
ています。

途上国の貧困問題を解決するための開発に関
心を持っていた私は、東京の大学の法学部で法
律、経済、国際関係を学んだ後、開発について
より専門的に学びたいと考えて、開発の実務を経
験した先生が多くおられる立命館大学国際関係
研究科に進学しました。
ゼミの先生は、国際投資系の銀行に勤務経験

がある方です。他にも、JICA、IMF、JETRO、
世界銀行など、開発の現場を知っている先生方
の授業を数多く受けられるのは、他にはない魅力
だと思います。理論だけでなく、現場で何が起こっ
ているのかを知りたかった私にとってはとても興
味深い内容でした。

私の研究対象は、BOP
（Base	of	the	Economic	
Pyramid）ビジネスとい
われるもので、途上国の
貧しい層に対し、どのよ
うにすれば現地の社会
的問題を解決しながらビ
ジネスができるかがテー
マです。現場を肌で感じ
てみたいと考えた私は、
経済産業省とJETROが

行っている「国際化推進インターンシップ」の日本
人派遣インターンシップに応募しました。大学生
や若手社会人を、新興国の政府や民間企業に派
遣するものです。
BOPビジネスが盛んなインドを派遣先に選び、

日系企業にコンサルティングサービスを提供する
ニューデリーの企業に４ヵ月間勤務しました。当
時、日本の大手出版社がBOPビジネスを行うに
あたっての現地調査をその企業が請け負っていた
ので、そのための生活実態調査、家庭訪問、調
査レポートの作成などが主な仕事でした。
水道や電気の供給も不安定なインドの生活は

大変でしたし、仕事に対する感覚もずいぶん違い

ましたが、異文化の中で生きる精神力が培えたこ
とは自信になりました。仕事を通して小学校で子
供達と直接触れ合い、考えを聞けたのは良い経
験でしたし、インドの社会、経済、教育への理解
も格段に深まりました。一方、貧困問題に関して
は、想像以上の現実があり、多くのことを考えさ
せられました。
インターンシップの経験は、進路にも影響を与

えました。途上国の、特に貧しい人が住んでいる
地域では、教育も重要ですが、まずは交通など
住居環境を整えるためのハードインフラを提供す
ることが大切だと強く感じ、開発を手がける企業
の中でも、ハード系のインフラに関わる企業で働
きたいと思ったのです。日本の開発業界大手で、
インドではメトロなどを作った企業を第一志望と
し、面接で、なぜ海外のインフラ整備に携わりた
いのかという熱い情熱を伝え、内定を得ることが
できました。
入社後、いずれは日本のインフラを海外に造る

仕事に携わりたいと強く希望しています。ハード
系インフラの整備は、暮らしに貢献していること
が目に見える素晴らしい仕事。その仕事を通して、
国同士の関係を良くすることにも貢献したいと考
えています。

文学部の学生だった時、韓国に留学し、歴史
問題をはじめとする日韓のギャップをどう解決し
ていくかに興味を持って国際関係研究科に進学
することを決めました。GJPを選んだのは、英語
開講科目を履修しなければならない状況に自分
を追い込んで、英語力を向上させたいと考えたか
らです。英語で話しかけ、英語で返ってくること
が当たり前の雰囲気の中、最初はまるで留学に来
たようだと感じました。
ゼミのメンバーも、マレーシア・インド・シンガ

ポール・アメリカ・日本と、全て違う国籍の学生
でした。1年の時は、英語での発表に「これはど
ういう意味？」「これについてどう思うの？」と次々

質問が来ると、頭の
中に答えがあるのに英
語力がなくて答えられ
ないことが多く、つら
い思いもしました。そ
こで、あらかじめ質
問を想定して答えを
準備し、「これで伝わ
る？」と他のメンバーに
チェックしてもらうな
ど、できる限りのこと

を積み重ねていくうち、2年になるころには、スピー
ドは遅いものの、言いたいことが言えるようになっ
ていました。このことは私にとって大きな自信に
なりました。
ゼミでは、日韓関係、特に世界遺産登録にお

ける日韓の対立というテーマで研究をしています。
韓国側の視点から、日本の登録を阻止するキャン
ペーンにどんな意味があるのか、日韓関係にどん
な影響を及ぼしているのかなどについて考察して
います。ゼミの中でさまざまな国の学生から客観
的な意見を聞けてとても参考になったので、ゼミ
以外の留学生にもヒアリングを行い論文に盛り込
みました。

国際関係研究科では、授業を受けたら終わり
ではなく、自然に自分で学びを発展させるように
なるのが面白いところです。日々変わりゆく国際
関係について学び、さまざまな国の留学生と話し
ていると「わからないことに気づくこと」「わからな
いから知りたいこと」がとても多いからです。留学
生に意見を聞くこともあり、一つの疑問をさまざ
まな視点から考えることが当たり前になりました。
ニュースを見ても、「この話題についてあの人はこ
う言っていたな」ということが多く、ニュースの見
方そのものが変わりました。　
就職活動では早い段階から積極的に情報を求

め、OBやOGにも会いに行って話を聞き、第一志
望の企業から内定を得ることができました。知り
たければ自分から動く。疑問はその場で解消する。
これも留学生と共に学んで身についたことです。
英語ができないから、とGJPに出願することを

ためらう人がいるかもしれません。実は私もそう
でした。でも、入ってみれば否応なしに英語を使
う環境に置かれるので、できる・できないの問題
ではなくなるというのが実感です。私はGJPで学
んだことによって英語力が大きく伸びました。毎
日色々な国の人と出会い、世界中に友達ができた
2年間はとても楽しかったと胸を張って言えます。

立命館大学法学部から国際関係研究科に進学
しました。大学を卒業して中国に戻ることも考え
たのですが、「日本で学んだ」という自分の強みを
さらに伸ばしたかったので、日本で大学院に進学
することにしたのです。
法学研究科にも合格していましたが、学部時代

に国際関係学部の授業を受けて面白いと感じて
いたのと、国際的視野を広げたいという考えから、
国際関係研究科を選びました。英語を話す機会
を増やしたいと思ったのも理由の一つです。中国
の国際援助について研究したかったので、国際協
力開発プログラムを選択しました。
ASEANからの政府留学生もいれば、私のよう

な私費留学生もいて、日
本人学生もいる環境は
理想的でした。議論に
夢中になると、英語、日
本語、中国語と、言語
が次々と変わっていくの
は多国籍の学生がいる
研究科ならではのこと。
それでも議論が進んでい
くのが面白いところです。
意見がぶつかり合うこと

もしょっちゅうですが、それが自分の物の考え方
に大きな影響を与えてくれました。とても良い経
験ができたと思います。
当初から、修了後は日本で就職したいと考え

ていました。学生としてではなく、社会人として、
中から日本社会を見てみたかったからです。日本
人学生に交じっての就職活動。40社にエントリー
しましたが、最終面接まで進むことはあっても、
なかなか内定がもらえませんでした。今思えば、
自己分析が不足していたのだと思います。最初は
日本語の話せる中国人であることが強みだと思っ
ていたのですが、そんな留学生は他にも大勢いる
のです。面接を繰り返す中で、自分は何がしたい

のかということが明確になってきたのは夏休み直
前でした。40社目の面接で、自分の強み、やり
たいことをしっかり話し、人間性をアピールするこ
とができた結果、世界規模の電機メーカーに内定
を得ることができました。
就職活動にあたっては、キャリアセンターを大

いに利用しました。情報をもらうだけでなく、親
切な指導を受け、エントリーシートを何回も修正
してもらえたのは本当にありがたかったです。
私は、入学時に2年間を見通し、研究と就職

活動の時間をあらかじめ確保した上で、計画的
に授業をとっていました。1回生の前期で20単位
もとったのもそのためです。修士論文のため中国
に帰ってインタビューする時期も決めていたので、
就職活動と研究が互いに影響することはありませ
んでした。納得のいく論文が仕上げられると思い
ます。
自立した大学院生としてバランスのとれた生活

ができたこと、自分自身で時間管理ができたこと
にとても満足しています。それができたのは、自
主性を重んじる、自由度の高い研究科だったから
だと思います。今振り返ると、2年間がとても短く
感じます。それほど凝縮した、充実した日々でした。

約30の国・地域から受入れる多くの留学生が在籍するダイバーシティな環境を実現
GJP独自のプラットフォーム科目での国際関係学の基礎の学習をはじめとする、英語による日本研究科目が体系化されたカリキュラム
英語と日本語で無理なく学習・研究することができる論文指導体制

多くの分野からなるカリキュラムを提供
日本語プログラムに所属していても英語の授業にチャレンジできる仕組み
副指導教員のゼミも受講できる制度を用意して丁寧に論文を指導

日本に軸足を置き、世界から日本を見られるのが、
海外留学とも違う国際関係研究科独自の価値だと思う。

英語を使う環境に自分を追い込もうとGJP を選択。
多国籍の友人たちと世界を見つめ、英語力も大きく伸びた。

インドでのインターンシップ経験によって
途上国へ日本のインフラを造る仕事の価値に気づいた。

議論の中で、言語が次々変わっていくこともある環境。
意見のぶつかり合いが考え方に影響を与えてくれた。

片岡	由里	さん
GJP	（2018年3月修了）
国籍：日本

安藤	愛	さん
GJP（2018年3月修了）
国籍：日本

堤　里美	さん
国際協力開発プログラム	（2018年3月修了）
国籍：日本

Yang	Yang	さん
国際協力開発プログラム	（2018年3月修了）
国籍：中国

STUDENTS’ VOICE STUDENTS’ VOICE

英語で国際関係を発信することの重要性 国際関係の学びから自身のキャリアへ
世界から日本がどのように見られているか、そんな疑問を持ったことはありますか。
GJPは、そのような視点から国際関係学を英語と日本語で学び、研究できるプログラムです。

国際関係学という多様な視点から日本、ひいては世界を見ることで、
自身のキャリアを考え切り開くことのできるプログラムです

Feature #1

Feature #2

Feature #3

Feature #1

Feature #2

Feature #3

GJP 日本語
プログラム
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公務員

外務省専門職員
外務省在外公館派遣員
防衛省
国家公務員　Ⅱ種
大阪府人事委員会
札幌市人事委員会
兵庫県人事委員会
広島市人事委員会
滋賀県教育委員会

国際分野

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）
独立行政法人国際協力機構（JICA）
独立行政法人国際交流基金
公益財団法人京都市国際交流協会
国際交流サービス協会　
公益財団法人加藤朝雄国際奨学財団
（特定）関西NGO協議会
公益財団法人国際労務管理財団
公益財団法人ジョイセフ
公益財団法人こども教育支援財団
（特定）アジア日本相互交流センター
日本赤十字社

建設（開発）コンサルタント

日本工営㈱
パシフィックコンサルタンツ㈱
千代田化工建設㈱
八千代エンジニヤリング㈱
㈱NJS

海運

ハパックロイドジャパン㈱
㈱東洋信号通信社

製造

大日本スクリーン製造
ヤマハ発動機㈱
㈱クボタ
コベルコ建機㈱
日東電工㈱
㈱日立製作所
パナソニック㈱
日本サムスン㈱
川崎重工業㈱
麒麟麦酒㈱
㈱コーセー
ダイキン工業㈱
富士ゼロックス㈱
三菱自動車工業㈱
ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱
アストラゼネカ㈱

総合商社

三井物産㈱
伊藤忠商事㈱
双日㈱
三菱商事㈱

情報サービス

日本アイ・ビー・エム㈱
日本マイクロソフト㈱
ヤフー㈱
楽天㈱

マスコミ

一般社団法人共同通信社
㈱中日新聞社
日本放送協会
㈱読売新聞西部本社
㈱講談社
㈱毎日新聞社
㈱読売新聞大阪本社
㈱リクルートホールディングス
ブルームバーグ

金融

㈱日本政策金融公庫
㈱三菱UFJ銀行
㈱三井住友銀行
三井住友カード㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
SMBC日興証券㈱

CAREERUNIQUE OPPORTUNITIES

進路・就職
豊富なキャリアサポートで、国際機関、開発協力分野、民間企業の海外部門など国際社会を舞台に活躍する人材を輩出しています。

博士課程前期課程の主な進路・就職先

従業員規模別就職率

国際関係研究科
立命館大学

文社系研究科平均

DMDP	(Dual	Masterʼs	Degree	Program)を利用し、立命館大学大学院に所属しながら提携する海外の大学院に1年間留学することにより、最短2年間で2つの大
学院の修士号を同時に取得することが可能です。普通に留学する場合に比べ、学費の負担は相当軽いものとなります。奨学金制度によるサポートも大きな魅力です。

DMDP 最短2年で2つの大学院の修士号を取得するプログラム

GCP-JAL 日本が支えるASEAN 連結強化に向けた国際協力人材育成プログラム
Global Cooperation Program for Japan and ASEAN Linkage

日本人学生とASEAN諸国（特にインドネシアとミャンマー）の留学生
が英語でともに学び、行政運営・政策立案・開発実務の分野におい
てASEAN地域内の結合と日本=ASEANの繋がりの強化を担う国際
協力プロフェッショナルを育成します。
同プログラムでは、文部科学省による奨学金を受給するASEAN（カ
ンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム、インドネシア）出身の政
府省庁あるいは国際機関や国際NGO、または民間企業に所属元を
持つ外国人留学生を軸に、留学生と日本人学生が共修することで国
際協力プロフェッショナルへ育成していくものです。

［プログラム修了要件］

①Professional	Training＊1の履修　　②GCP-JAL	Session＊2への参加
①、②いずれも行うことが要件となります。

＊1	Professional	Trainingとは国際関係研究科の英語による開講科目であり、実務経験者を
含む複数教員体制で多様なトピック（持続可能な開発等）を留学生と日本人学生とが共に議論
する内容となっています。エクストラ講義で京都府フィールドトリップも組み入れています。
＊2	GCP-JAL	Sessionとは文部科学省国費奨学金を受給する外国人留学生による英語でのプ
レゼンテーションのことです。

文部科学省　平成25年度「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」採択

普通に留学する場合に比べ、学費の負担は相当軽いものとなります。
奨学金制度によるサポートも大きな魅力です。

大学院レベルの留学協定等にもとづく留学プログラムで派遣が決定した者を対
象とし、派遣期間中に納付する入学金を除く学費の1/2相当額を支給します。
＊2018年9月時点

＊上記金額は入学金(30万円)を含んでおりません。
＊上記金額はDMDP協定にもとづく奨学金を含んでいます。
同奨学金の対象は私費入試合格者となります。
同奨学金は2017年度時点での情報ですので変更されることがあります。
＊GCP=Global	Cooperation	Program
＊この他の大学に留学する場合の費用、費用の詳細は提携大学紹介のページをご覧ください

アメリカン大学
アメリカ合衆国	｜	ワシントンD.C.

ロンドン大学
ロイヤルハロウェイ校
英国	｜	ロンドン

国立政治大学	国際事務学院
台湾	｜	台北

エラスムス大学ロッテルダム
社会科学大学院大学
オランダ	｜	ロッテルダム

ヨーク大学
英国	｜	ヨーク

慶熙大学
韓国	｜	ソウル

学費の負担を大幅に軽減

大学院留学協定等にもとづく留学プログラムに対する奨学金制度

DMDP 協定校

応募資格、スケジュール、費用など
詳しい情報はWebページをご覧ください。	
www.ritsumei.ac.jp/gsir/education/dmdp/

DMDP 生として
アメリカン大学

に留学
約550

万円

約135
万円

GCP所属の場合

約113
万円

GCP所属の場合

独自に
留学

巨大企業

30.0%

巨大企業

52.8%
大企業

10.7%
大企業

3.7%

中企業

24.8%

中企業

25.0%

小企業

28.4%

小企業

18.5%

不明・その他

6.1%

GCP

GCP-JAL

GJP
Japanese 

Based
Program

国際協力を
研究テーマにする学生

and/or

ASEANを研究対象
フィールドにしている学生

and/or

ASEAN加盟国
出身の学生

巨大企業 大企業 中企業 小企業従業員1,000人以上 従業員500人以上 従業員100人以上 従業員100人未満



授業料（2018年度実績）入試について

奨学金（2018年度実績）

〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1
TEL: 075-465-1211　E-mail: ir-adm@st.ritsumei.ac.jp

＊現時点の情報であり、変更の可能性があります。別途お問い合わせください。

＊上記以外に入学金・諸会費が必要となります。

立命館大学 国際関係研究科

博士課程前期課程

入試時に受給が決まる奨学金 対象 金額（おおよそ）

1年次対象成績優秀者奨学金 私費入試で合格した者のうち、成績優秀者 I 種→20万円の授業料減免
II 種→10万円の授業料減免　　＊1年次のみ

留学生100% 減免奨学金 私費入試で合格した留学生のうち、成績優秀者 標準修業年限100% 授業料減免

入学後、在学生対象のおもな奨学金・補助金 対象 金額（おおよそ）

留学生20％減免奨学金 私費入試で合格した留学生全員 標準修業年限20% 授業料減免

JASSO 渡日前奨学金 私費留学生のうち、出願から合格まで一度も「渡日」することなく入学した者全員 月々 48,000円　※4月入学者1年間、9月入学者半年間

2年次対象成績優秀者奨学金 私費学生で、第３セメスター在学者のうち、１年次に優秀な成績を修めた者 I 種→20万円の授業料減免
II 種→10万円の授業料減免　　＊2年次のみ

学会補助金 学会への参加または学会で研究成果を発表する者
※年次ごとに回数、金額に制限あり

国内学会参加補助（1万円上限）

国内学会発表補助（3万円上限）

国外学会発表補助（10万円上限）

研究実践活動補助金 研究実践を行う地域・期間によって異なる（在籍期間1回だけ） 在籍期間1回だけ（詳細は研究科 HP 参照）

博士課程後期課程

入試時に受給が決まる奨学金 対象 金額（おおよそ）

留学生100% 減免奨学金 私費入試で合格した留学生のうち、成績優秀者 標準修業年限100% 授業料減免

入学後、在学生対象のおもな奨学金・補助金 対象 金額（おおよそ）

留学生20％減免奨学金 私費入試で合格した留学生全員 標準修業年限20% 授業料減免

JASSO 渡日本前奨学金 私費留学生のうち、受験のために一度も「渡日」することなく合格した者全員 月々 48,000円　※4月入学者1年間、9月入学者半年間

博士課程後期課程研究奨励奨学金 私費学生のうち、優れた研究業績をあげた者 S 給付、A 給付、B 給付（詳細は研究科 HP 参照）

国際的研究活動促進研究費 詳細は立命館大学大学院キャリアパス推進室ウェブサイトを確認 研究助成金：（渡航先・期間により）10 〜 30万円

学会発表補助金 詳細は立命館大学大学院キャリアパス推進室ウェブサイトを確認 国内学会発表補助（3万円上限）国外学会発表補助（10万円上限）

研究会活動支援制度 詳細は立命館大学大学院キャリアパス推進室ウェブサイトを確認

博士課程前期課程

対象 1年次 2年次

GCP 900,000円 900,000円

GCP 以外 750,000円 750,000円

博士課程後期課程

1年次 2年次 3年次

500,000円 500,000円 500,000円

入試についての詳しい情報、スケジュールについては、下記サ
イトをご確認ください。国際関係学部事務室では、国際関係
研究科への進学について、適宜相談を受け付けています。ウェ
ブサイトはもちろん、事務室にもぜひお越しください。

www.ritsumei.ac.jp/gsir/admission/

2018年発行

基本情報

学修言語：日本語

授与される学位 修士（国際関係学）

プログラム

グローバル・ガバナンス

国際協力開発

多文化共生

入学時期 春学期（4月）あるいは 秋学期（9月）

標準修業年限 2年間

学修言語：英語

授与される学位 Master of Arts in International 
Relations

プログラム

GCP 
 (Global Cooperation Program)

GJP  
(Global and Japanese Perspectives 
Program)

入学時期 春学期（4月）あるいは 秋学期（9月）

標準修業年限 2年間

授与される学位 博士（国際関係学）

入学時期 春セメスター（4月）あるいは秋セメ
スター（9月）

学修言語 日本語あるいは英語

標準修業年限 3年間

博士課程前期課程 博士課程後期課程




